
「Zinc.」古典的ケース３題 

 

Case1 

以前、9 才児の厄介なおもらし（不随意な排尿）を治療したことがある。母親は以下の症

状を述べた：母親が教会で娘に向かって「足をじっとさせられないの？」と言うと、娘は

「ママ、じっとさせたら、おしっこが漏れちゃうわ！」私は彼女がいつも足を動かしている

のに気がついた。Zinc.によっておもらしは治癒し、彼女は強く健康な子供になった。 

 

BLADDER; URINATION; involuntary; night, incontinence in bed (143)  

EXTREMITIES; RESTLESSNESS; Lower Limbs (102)  

EXTREMITIES; RESTLESSNESS; Foot (57)  

GENERALITIES; MOTION; amel.; feet, of (3) 

 

 

Case２ 

もう麻疹にかかる寸前という子供のケースで、母親がとても怯えていた。母親はレモンと

酢をまぜて、その液体で子供の体を洗った。次の日、子供が引きつけを起こした。これは

Zinc.の特徴である。母親は皮膚の発疹が起こるのを阻止してしまったため、皮膚の問

題を抑圧したことになり、これが引きつけを起こした。 

 

GENERALITIES; CONVULSIONS; eruptions; suppressed, from (17) 

 

 

Case３ 

ある 8 歳の子供の両親が去年離婚した。それ以来、子供は心がかき乱され、頭痛をもつ

ようになり、学校でも少し混乱するようになり、夢中歩行するようになった。子供が毎晩

起き上がるため、彼の祖母はこのことでとても動揺していた。その祖母が私のところに子

供を連れてきた。私は彼を診察した。子供は多くの抑圧を抱えていた。両親は彼のことが

好きではないため、祖母と一緒に暮らすよう彼を祖母の下へ送ったからだ。彼にはたくさ

んの抑圧された感情と苛立ちがあった。私は、もちろん Staphysagria を処方した。し

かし、それは間違いだった。Staphysagria ではなく、Zinc.だったのだ。子供が夜に起

き上がり歩くという症状を持ちながら、Staphysagria がいい結果を出さない場合は、

Zinc.を考えるべきである。もちろん、このようなケースでは誰もがStaphysagriaを最

初のレメディとして処方するだろう。最初に間違えても問題はないが、次は間違えないよ

うにすること。したがって、最初に Staph を与え、うまくいかない場合は Zinc.を与えな

ければならない。 

 

MIND; SOMNAMBULISM; emotions, from suppressed (1) 


